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5.4  作品について
　参加11組の作品は、それぞれ個性溢れるものが出来上がった。
ロボットや動物などをイメージしたものが多い印象があるが、それぞ
れが丸棒を使って可動させるという条件を上手く取り入れることが
できていた。特に写真8〜10の作品については、単純な形ではあ
るが基本となる構造をうまく活かしている。また丸棒ではなく、ヒモを
用いて稼働させる部分（写真6）をつくるなどの創意工夫も見られた。
　6  おわりに
　全般的には、問題無く進行することができたが、段取りや指導
の面では、参加者のアンケートにもあったが、多くの反省点があげ
られた。筆者は様々なワークショップを実施する際、極力「具体的
な用途を持った造形物をつくらない」内容をと考えている。そういっ
たものが不要というわけではなく、一般の同様な講座によって数多
く提供されている現状があり、大学が提供する講座としてはより実
験的である必要があるのではないかとの考えによる。例えば、自分
の身体サイズを超えた描画行為や造形行為を提供することで、参
加者にとって新鮮な造形体験を提供することができるだろう。
　今回の講座での改善点として、導入の際に使用したアニメー
ションや説明不足により、ロボット・動物のようなものをつくれば良
いという印象を与えてしまった可能性があげられる。
　また保護者からのアンケートはほとんどの方が、大変良かったと
回答していただけたが、中には「（学生スタッフからの声がけが）
何でも『すごい』の連呼はいかがなものか」との声があった。この
貴重なご意見については、事後のスタッフによる振り返りでも大い
に話題となり、筆者も含めて参加者に対する声がけの方法を考え
る必要があると改めて認識させられた。
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